
 地域課題の解決に向けて、地域ではなるべくコストを要しない通信技術に対する期待が高く、特に、
低ビットレートであるものの、安価で低消費電力・長距離伝搬が可能なLoRa通信システムに注目。

 しかし、現在LoRa通信システムで主に使用されている920MHz帯の周波数帯では、中山間地域で山
を越えられない、沿岸部において島影を回り込むことができない等の課題。

 本調査検討では、これらの課題の解決に有効な150MHz帯/400MHz帯の周波数帯でもLoRa通信シ
ステムを有効に活用できるようにするための技術的条件等について調査検討を実施。

150MHz/400MHz帯狭帯域LoRa通信システムの技術的条件に関する調査検討

見守り

造船業DX
（在庫管理システム）

・150MHz帯/400MHz帯狭帯域LoRa通信システムの利用用途にあわせた諸元・運用条件等の検討
・他の無線システムとの共用検討

検討項目

コンテナ管理システム

小型船舶衝突防止

別紙

検討期間
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害獣対策

沿岸部

山間部
農業DX

（水位管理、データ共有）
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地域における安価な通信システムへの期待
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